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【0】ジャイナ教と佛教の比較研究の一環として，本稿では白衣派聖
⑴

典の特

に seniorsにおける慈悲の概念を検討する。ただ，既に慈悲という語自体

が日本語として定着し，何をもって慈悲とするかの厳密な規定は容易でな

い。そこで安易ではあるが，漢訳語としての 慈 と 悲 の最も一般的

な原語であろう maitrıと karuna/karunyaを確認し，次にジャイナ教徒

が maitrıと karuna/karunyaの同義語と看做す語彙のうち，白衣派聖典

に用例の多い daya と anukampa を 察することで，上記課題を検討し

たい。

【1】ところで ジャイナ教と慈悲 で最初に想起されるのは，TS 7.

6（空衣派では7.11）が，佛教の四無量心に酷似した行を説く事だろう。白

衣派聖典の検討に先立ち，この点を簡単に見ておこう。

【1.1】TS 7.6 の内容は以下の如し：maitrı-pramoda-karunya-madhya-

sthyani sattva-gunadhika-klisyamanavineyesu 有情・徳の勝る者・悩

まされている者・教導されざる者に〔夫々〕maitrı・pramoda・karunya・

madhyastha を〔修習すべし〕。ここから，maitrı→ sattva，karunya

→ klisyamanaという構図が見出せるが，それ以上の情報は引き出せない。

そこで次に，諸註釈がどのように本スートラの maitrıと karunyaを説明

するかを確認する。
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【1.1.1】まず maitrıについて TS (U)は（恐らく Āv 4.32に基づき）

私は全有情を容赦しよう（ksame）。私は全有情に容赦してもらおう

（ksamaye）。全有情に対し私には maitrıがあり，何にも私に恨み（vaira)

はない〔と えて〕maitrıを全有情に〔修習する〕 と述べ，maitrıが

ksam と密接な関係を持つこと，vaira の反対概念であると理解してい

たことが伺える。また TS (S)は 肥える（ med）のが mitraであり，

滑りをもつ（ sneh）という意味 なる通俗語源解釈を示すが，かかる

解釈はヴェーダ文献や佛教文献にもあ
⑵

り，ジャイナ教に特有というわけで

はない。次に空衣派系註釈では，SAS が 他者たちの苦の無生起を熱望

する（duhkhanutpattyabhilasa）のが maitrı と規定するが，この理解は

Akalanka以降も踏襲される。更に Akalankaは RV(ad TS1.2)で， 一

切の生物への maitrı が同情（anukampa）である と述べる。故に

Akalankaに拠る限り，maitrıと anukampaは意味的に重なり合うもの

があったこととなる。

【1.1.2】次に karunya について：TS (U)は karunya を 同情（anu-

kampa）であり悲惨な者への親切さ（dınanugraha） とする。ここから，

karunyaが anukampaや dınanugrahaの同義語と理解されていたことが

分る。更に TS (S)は karunaと ghrnaと anukampaと dayaと krpa

と dınanugraha とは同義語（anarthantara） とする。一方空衣派系註釈

では，SAS で 悲惨な者への親切な精神状態（dınanugrahabhava） と説

明され，これが後の論者たちにも踏襲される。

【1.2】Umasvatiは TS以外にも多数の書を著したとされるが，その中で

も真作とされる PRP では，奇妙な事に maitrıは一度も現れず，karuna

は23 と106 に現れるものの，TS の如き特別な意味を担わず，単に

哀れな という意味の形容詞として使用されるのみである。ただ168 で

白衣派聖典における慈悲の諸相（河 豊)186



は dayaを用い， dayaはダルマの根本である。忍耐なき者（aksamavat）

は daya を受け入れない。故に忍耐を最高とする者（ksantipara）は最高

のダルマを完成させる とあり，daya を教義の根幹と看做した上で，そ

れが ksamと密接に関連付く事を示し，ダルマの完成に必須のものと理

解している。

【2】さて，上で確認した TSの 四無量心 は白衣派聖典には遡りえない

概念とされ
⑶

る。確かに TSの示す４つの組み合わせは白衣派聖典に見出せ

な
⑷

いが，maitrıや karunaといった語が現れないという事ではない。そこ

で以下では，白衣派聖典の特に seniorsで，maitrı/karunaが如何なる

扱いを受けるのかを検討する。

【2.1】既に指摘されてい
⑸

るように，白衣派聖典における maitrıの用例は

極めて少ない。各種単語索引から知られる例は(1)Utt 6.2(2)Utt 29.17

(3)Suy1.15.3(4)Āv 4.32の４
⑹

つだが，(3)は(1)のそれと平行関係にあ

る為，実質的には３例である。以下，それら３例を示す：

【2.1.1】Utt 6.2d＝Suy1.15.3d
 

javant’avijja purisa savve te dukkhasambhava / luppanti bahuso
 

mudha samsaramsi anantae//1//samikkha pamdie tamha pasa-jaı-

pahe bahu /appana saccam esejja mettim bhuesu kappae//2// 智

のない人間たち，彼らは全て苦を生み出す者たちである。愚者らは無終の

輪廻の中で多くの事に傷つけられる。故に賢者は，多くの，束縛と〔再〕

生の道を観察し，自ら真実を探求するべきであり，生物たちに対するmai-

trıを構築するべきである

【2.1.2】Utt 29.17

khamavanayae nam bhante jıve vi kim janayai? khamavanayae pal-

hayanabhavam janayai. palhayanabhavam-uvagae ya savvapanabhu-
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yajıvasattesu mettıbhavam uppaei. mettıbhavam-uvagae yavi jıve
 

bhavavisohim kauna nibbhae bhavai.

先生，容赦を乞うという事で生物も何を生み出すのですか？

容赦を乞うという事で，歓喜の〔精神〕状態を生み出す。そして歓喜の

〔精神〕状態へと近づいているものは，全生類に対し maitrıの〔精神〕状

態を生起させる。maitrıの〔精神〕状態へと近づいている生物は〔精神〕

状態の純粋さを作った後，恐怖を離れた者となる。

【2.1.3】Āv4.32 Mnis1.10.60;ĀurPacc(I)8;MahaPacc7;Mac2.7

khamemi savvajıve savve jıva khamamtu me/mettıme savvabhuesu
 

veram majjham na kenai// 全生物に私は容赦してもら
⑺

う。全生物は私

を容赦せよ。全生物に対し私には maitrıがある。私には何にも恨みがな

い。

【2.1.4】以上の如く，白衣派聖典において maitrıとは，まず生類に対し

て構築するべきものである。また，TS 自註と同じく，maitrıが ksam

と関連付けられ，vaira と対概念であることが判明する。更に【2.1.2】

では，maitrıの生じるプロセスを提示（ksamapanata→ prahladanabhava

→maitrıbhava→ bhavavisuddhi→ nirbhaya）し，最終的に nirbhaya へ導

かれる過程が示され，maitrıを教義的に位置づけようとする試みが見て

取れる。ただ，用例自体が少ないため，maitrıの厳密な概念規定は困難

であると言わざるを得ない。またこういった用例数の少なさは，白衣派聖

典において maitrıが語彙として定着していない事を如実に示していよう。

【2.2】karuna については，筆者が調査した限り，少なくとも seniors に

おいてこれを所謂 悲 の意味で使用することは皆無であり， 哀れな

哀れさ 哀れな声をあげる（karunam stan 等） という例が専らであ
⑻

る。以下２例のみ挙げる：
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【2.2.1】Āy1.6.1.2(p.27,ll.11-13)

bhanjaga iva samnivesam no cayanti, evam p’ege anega-ruvehim
 

kulehim jaya ruvehim satta kalunam thananti. 木々が住まいを捨てな

い様に，この様にある者たちは多くの形態を持つ家系に生まれ，諸々の色

形に執着して哀れな声をあげる。

【2.2.2】Suy1.2.1.17

jai kaluniyani kasiyajai rovamti va puttakarana/daviyam bhikkhum
 

samutthitam no labbhamti na samthavittae//〔人々が〕諸々の哀れさ

を露にして〔も〕，息子を原因にして欺いて〔も〕，決意している優秀な托

鉢修行者を留める事は決して得られない。

【2.2.3】尤も，白衣派聖典でも非常に成立が新しいとされる Painnaには，

karuna を所謂 悲 の意味で使用する例が若干見出される―(1)Caus

38: himsaidosasunna kayakarunna sayambhu-
⑼

rup-panna / ajarama-

rapahakhunna sahu saranam sukayapunna // 傷害等の過失を欠き，

karunya を為し，好みと智慧を自ら生み出し，不老不死の道を踏みしめ，

善をよく為す修行者らは帰依処である ；(2)Vır17:sacaracarajamtudu-

hattabhattathuyasatta sattumittesu / karunarasaramjiyamano tena
 

tumam paramakarunio // 動不動を伴う生物たちという，苦に苦しめ

られている者たちによって信愛され賛美されている者よ 敵と盟友に対

し，思 が karunaの情趣に染められているがゆえに，お前（＝ジナ）は

最高の karunaを有する者である。

【2.2.4】このように karunaは殆どの場合 悲 の意味で使用されず，そ

の意味は新層の経典で漸く現れる。故に 悲 の意味での karunaは，相

当に遅い段階でジャイナ教に導入されたと推測される。

【2.2.5】白衣派聖典では maitrıも karuna /karunyaも全く定着してい
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ない事が判明した。では，白衣派聖典では慈悲という概念は存在しないの

か。

【3】ここでヒントにしたいのは，TS を確認した際に見られた，註釈者た

ちが maitrıや karuna の同義語と看做す幾つかの語彙である。そこでこ

れらを白衣派聖典中に探索すると，dayaと anukampaの用例が多く見出

され，他の語彙は殆ど存在しない事が判明した。そこで以下では，これら

二語に絞ってその出現の諸相を検討してみたい。

【3.1】まず dayaについてその諸相を確認する。

【3.1.1】世間／生類への daya―例えば，(1)Āy 1.6.5.2(p.31, ll.22 .):

oe samiyadamsane dayam logassa janitta paınam padınam dahinam
 

udınam aikkhe... 活力あり正見ある〔修行〕者は東西南北に亘る世間へ

の憐れみを生み出した後〔教えを〕説くべきであり… ；(2)Das 8.13:

attha suhumai pehae jaim janittu samjae / dayahigarıbhuesu asa
 

cittha saehi va// ８つの微細な〔生類，それらを〕自制者として観察に

より認識し，生類に対する憐れみを旨とし，お前は立て，座れ，あるいは

横たわれ 。これらの表現は， 生類への maitrı という表現との親近感

を感じさせ，maitrıが daya の同義語と解されていた可能性を示す。

dayaと ksamを結びつける Utt 5.30ab ...visesam adaya dayadham-

massa khantie 忍耐により憐れみの法の卓越したものを受け入れた後

もこの事を傍証するだろう。

【3.1.2】では 世間／生類への daya とは何か。具体的には以下の如き，

生物への傷害停止を指すと思われる―Suy 2.6.45ab:dayavaram dham-

ma dugunchamano vahavaham dhamma pasamsamano 憐れみにより

優れている法を嫌いつつ，傷害を齎す法を賞賛しつつ 。ここで daya と

vaha が反対概念と理解されていることは明白である。また Painna の
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Bhattap93では，端的に jıvavaho appavaho jıvadayaappano dayahoi

生物への傷害は己への傷害となり，生物への憐れみは己への憐れみとな

る と述べられる。更に白衣派聖典には，dayaを ahimsaの異名（pajja-

vanama）の一つとする箇所もある（Panh 6.3）。指定食（udditthabha-

tta）の拒否理由に生類への dayaを挙げるのも，根底には不傷害の精神が

あろう―Suy2.6.40:savvesi jıvana day’atthayae savajja-dosam pari-

vajjayanta / tassankino isino naya-putta uddittha-bhattam parivajja-

yanti // 全生類への憐れみのために罪のある過失を避けつつ，それ（罪

のある過失）〔の存在〕を疑う聖仙ナーヤプッタ〔とその弟子〕たちは，

指定食を避ける。

【3.1.3】この様に不傷害に結びつく以上，daya がジャイナ教で最重要の

意味を持つ事は容易に想像されるが，実際 Utt 18.35d に dayai pari-

nivvude 憐れみにより涅槃した とあり，daya が涅槃の要件の一つと

看做されている事が分る。故にグルは dayaを教示するべきであり，また

かかるグルが供養されると Das 9.1.13で言われるのだろう：lajja daya

samjama-bambhaceram kallana-bhagissa visohi-thanam /je me guru

sayayam anusasayanti te’ham guru sayayam puyayami // 恥・憐れ

み・自制・梵行と，善事の部分を有する者の清浄な立場―〔これらを〕常

に私に教示するグルたち，私はそういうグルたちを常に供養する。

【3.1.4】ではかかる dayaを実践するには何が前提となるのか。Das4.10

a によれば，それは jnana だと言われる：padhamam nanam tao daya

まずは認識力があり，それから憐れみがある 。この場合何に関する

jnanaかが問題だが，註釈は生物に対する jnanaであるとする。恐らく，

生物に対する正確な認識があって初めて生物に対して適切に対処する事が

可能である，という事が意図されているのだろう。
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【3.2】次に anukampaを検討する。以下に見る如く，anukampaも daya

の同義語として使用される場合があるが，dayaが 生物に対する daya

をその中心的な用法とするのに対し，anukampa はそれ以外の用法も見

出され，意味の住み分けが意図されているようである。

【3.2.1】まず dayaと同じく 生物に対する anukampa が見出される―

(1)Utt 13.32: jai tam si bhoge caium asatto ajjai kammai karehi
 

rayam /dhamme thio savvapayanukampıto hohisi devo io viuvvı//

もし君が諸享受物を放棄できないなら，正統な諸行為をなしなさい，王

よ。法に立脚し全生類に同情する〔ならば〕その後ここから変化して神と

なろう ；(2)同 21.13ab: savvehim bhuehim dayanukampıkhantik-

khame samjayabambhayarı 全生類に憐れんで同情し，忍耐により耐え，

自制している梵行者として 。(1)は王に対する説教である事から，生物に

対する anukampa は単に出家者だけではなく，世俗の者にとっても実践

すべき事柄と えられていた事が分る。

【3.2.2】生物への anukampa を強調する一方，修行者にかかる anu-

kampa，あるいは修行者同士の anukampa を否定する記述がある―(1)

Utt 20.9:anaho’mi maharaya naho majjha na vijjaı/anukampagam
 

suhim vavi kamci nabhisamem’aham// 大王よ，私は保護者なき者で

ある。私の保護者は見出されない。どんな同情する者あるいは友人にも私

は近づかない ；(2)Utt 15.12: jam kim c’aharapanajayam viviham
 

khaimasaimam paresim / jo tam tivihena nanukampe mana-vaya-

kaya-susamvude sa bhikkhu // 他の人々に属する，何がしか種々の飲

食物として生じたものや様々な嚙む食物・味わう食物を〔与えられず拒絶

された〕その〔ジャイナ僧〕を，意・口・身により防護されている者とし

て〔意・口・身の〕３種により同情しないなら，彼は bhiksu である 。
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(1)から，anukampa はジャイナ教の修行者にとっては与えるものであっ

ても，自ら進んで求めるものではないという観念の存在が予想される。

(2)は難解だが，上記の理解を認めるならば，布施を拒絶された仲間の修

行者に対する同情が否定されている事となり，修行者同士の 同情の与え

合い が否定されていたと言える。

【3.2.3】この様に seniorsでは修行者に対し修行者が同情する事が否定さ

れるが，成立が新しい Mnis2.29.174では，修行者に対する prayascitta

説示の根拠を anukampa に求め，修行者への同情という側面も現れるよ

うになる：goyama bhatthasılanam dutare samsara-sagare / dhuvam
 

tam anukampitta payacchitte padarisie// ゴーヤマよ，戒を逸脱して

いる〔修行〕者たちにとって輪廻の大海は渡り難い。その〔状態〕に確か

に同情した後，滅罪行が示されている 。更に6.8.359では，教化の根拠を

anukampaに求める記述があるが，これは seniorsを含めた他の白衣派聖

典には見られず，注目に値する：jam hiyam savvajagajıvapanabhuyana
 

kevalam/tam anukampae titthayaradhammam bhasinti avitaham//

全世界の全生類に益し，唯一の，そういう虚妄ならざる法をティールタ

ンカラたちは同情ゆえに語る 。

【4】以上を回顧しつつ，若干の問題点並びに今後の課題を述べる。

【4.1】maitrıは白衣派聖典中の用例があまりにも少なく， ksamと密接

に関連する事，vaira の反対概念と捉えられていた事を指摘し得る程度で

ある。確かに 生物への maitrı という表現はあるが，この種の表現が

極めて少ないという事実は，聖典期のジャイナ教において生命保護は同盟

や契約という概念下で実行されるものと理解されていなかった可能性を示

唆し，注目される。karuna/karunyaも， 悲>の意味での使用は極めて

成立が新しい経典からである。故にこれは本来ジャイナ教にない概念であ
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り，非常に遅い段階で導入されたものと推測される。TS が 四無量心

をどこで仕入れたのかについては解決し難いが，白衣派聖典の伝統からと

えるのは，かなり難しい事が判明したと思われる。

【4.2】一方 dayaと anukampaは seniorsから多く使用される。数量的に

は前者が多いようだが，何れにせよこれら二語が白衣派聖典では実質上

慈悲>の意味を担う，と理解できる。daya と anukampa は同義語と理

解される場合もあるが，dayaがほぼ 生物全般への daya という側面で

使用されるのに対し，anukampa はその対象がより限定される場合もま

まある事から，意味の差異は意識されているようである。尤も，如何なる

基準で住み分けがなされているのかについては必ずしも明確ではない。

【4.3】maitrıの用例が少ない以上，mitra及び 友人 を意味する語を包

括的に調査する事が今後は必要である。今回扱った他の語についても調査

範囲を広げることで，ジャイナ教全体における慈悲の観念（の変遷）が明

確化し，上記諸問題点も解明されるだろう。また逆に何故maitrıやkaru-

na を佛教が術語として採用したのか，という問題も明らかになろう。更

に近年では Wileyが指摘した如く，anukampaは satavedanıyakarman

と関連し，また TS (U)ad TS 1.2では正見の特徴として anukampaが

挙がる。この，ジャイナ教における業と慈悲の関係，正見と慈悲の関係は

何れも非常に重要な研究課題だが，扱い得なかった。今後の課題としたい。

＊TS (S)と Mnisの参照にあたり，夫々藤永伸教授と藤本有美博士のご助力

を賜り，更に学会発表及び草稿の段階で榎本文雄教授に種々のご教示を賜っ

た。ここに記して深謝申し上げます。

略号

ĀurPacc (I): Āurapaccakkhana (I) (JAS 17-1); Āy: Āyaranga (ed. W.

Schubring);Āv:Āvassaya(JĀS 15);Isi:Isibhasiyaim (ed.W.Schubring);
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Utt:Uttarajjhaya(ed.J.Charpentier);UttN :Uttarajjhayanijjutti(ed.W.B.

Bollee);Aup:Aupapatika (ed.E.Leumann);Caus:Causarana (ed.K.R.

Norman);CausV:Vijayavimala’s Comm. on Caus (Āgamasuttani 14);

JĀS :Jaina-Āgama-Series;TS:Tattvarthadhigamasutra (ed.M.K. Prem-

chand);TS (U):Auto-Comm.(?)on TS (ed.M.K.Premchand);TS (S):

Siddhasena’s Comm. on TS (Devacandra LalabhaıJaina Pustakoddhara

67&76);Das:Dasaveyaliya (ed. E. Leumann);DasC:Dasaveyaliyacunni

(Prakrit Text Society Series 17); DasH :Haribhadra’s Comm. on Das

(Āgamasuttani 27); Panh: Panhavagaranaim (Amgasuttani 3) PRP:

Prasamaratiprakarana(L.D.Series107);Bhattap:Bhattaparinna(JĀS17-

1);Maranav:Maranavibhatti (JĀS 17-1);MahaPacc:Mahapaccakkhana

(JĀS 17-1);Mac:Mulacara (MJG Prakrit Grantha 19);Mar:Mulara-

dhana (Jıvaraja Jaina Granthamala 36); MJG : MurtidevıJaina Gran-

thamala;Mnis:Mahanisıha (Alt-und Neu-Indische Studien 6&10);RV:

Rajavartika of Akalanka(MJG Sanskrit Grantha10);Vır:Vıratthaya(JĀS

17-1);SAS:Sarvarthasiddhi of Pujyapada (MJG Sanskrit Grantha 13);

Suy:Suyagada (JĀS 2-2)

註

⑴ 本稿で言う 白衣派聖典 とは，Murtipujaka Sanghaの認める45部を指

す。

⑵ M.Maithrimurthi, Wohlwollen, Mitleid, Freude und Gleichmut (Stutt-

gart,1999),p.48.

⑶ W.Schubring,Die Lehre der Jainas(Berlin& Leipzig,1935),p.191. 但

しそこで挙がる Jacobiの Yogasutra からの借用 説に問題がある事につ

いては，金倉円照 印度精神文化の研究 (培風館，1944)，p.171f.を見よ。

更に本学会で，遠藤康教授は ヨーガ派における慈・悲・喜・捨の修習 と

題する発表を行い，TSが Yogasutraに先行する可能性を 慮する必要があ

る，と指摘された。なお，空衣派代用聖典では Mar 1690f.にこれらの 四

無量心 が見られるが，使用される語は maitrı，karuna，mudita，upeksa

である。

⑷ Caus 53の annesu ya jıvesum mitti-karun’ai-goaresu kayam そして

maitrıや karuna等を活動領域とする他の諸生物に為された…… は注目に

値するが，TSと Causの時代的先後関係の決定は現時点では難しい。更に，

CausV(p.74)がmitti-karun’aiをmaitrıkarunyamadhyasthyaniと説明す
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るのも問題が残る。

⑸ L.Schmithausen,Maitrıand Magic(Wien,1997),p.35.

⑹ (4)は幾つか平行箇所がある（後述）。また前々註も見よ。

⑺ Mnis 以外の平行箇所では khamami 私は容赦する となっている。

Mnisでは，60 は khamavemiとあるが，続く61 では khamami aham
 

pi savvesim 私も全てを容赦する とある。

⑻ karunam ras:Suy1.5.1.25,1.5.2.12;karunam rud:Maranav585;

karunam stan:Suy1.5.1.7,1.5.2.4,1.5.2.8,1.5.2.20etc. この他，

Suy1.3.2.9では新発意の出家者が哀れんだ（kaluniya）親族に妨害され，

結果的に還俗するという記述がある。

⑼ CausV (p.70)は samyaktvaと説明する。更に Utt28.16-27も見よ。

Das8.15を見よ。

Mar793.

また UttN 158では，daya，samjama，lajja，duguncha，achalana，

titikkha，ahimsa，hirıが同義語（egatthiya paya）とされる。

出家者の食生活の基底に憐れみがある，という概念について，Utt 26.35,

35.10;Panh6.7等も見よ。

DasC (p.93):padhamam jıvajıvahigamo tato jıvesu daya 最初に生物

と非生物に対する理解，次に生物たちに対する憐れみがある ；DasH (p.

139 ): prathamam adau jnanam jıvasvarupasamraksanopayaphala-

visayam tatah tathavidhajnanasamantaram daya samyamas pra-

thamam〔即ち〕最初に生物と〔その？〕本性を保護する手段と結果とを対

象とする jnana があり，tatas〔即ち〕かかる種類の jnana の直後に daya

〔即ち〕自制がある 。この詩節については，L.Schmithausen,“A Note on
 

the Origin of Ahimsa”Fs. Minoru Hara(Reinbek,2000),p.274も見よ。

また，Mnis3.4は Das4.10aを引用し，jnanaから順次生じる美徳を列挙

して最終的に解脱に至る過程を詳説する。慈悲が jnana に基づくことは，

Mac5.71でも言及される。

Aup 11にも，Kuniya 王に対する形容（理想的帝王として描かれる）の

一つとして dayapatta 憐れみに達している が挙げられる。

L.Alsdorf,The Ārya Stanzas of the Uttarajjhaya(Wiesbaden,1962),p.

123の解釈が妥当と判断し採用した。原文も Alsdorfの校訂による。

更にMnis5.6はグルの美徳（guna）の一つとして，anukampa故に弟子

に教示する事を挙げる。

K. L. Wiley, “Views on Ahimsa, Compassion and Samyaktva in
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Jainism”in:T.Sethia(ed.),Ahimsa,Anekanta and Jainism (Delhi,2004),

pp.18-19;do., “Ahimsa and Compassion in Jainism”in:Peter Flugel

(ed.), Studies in Jaina History and Culture: Disputes and Dialogues

(London& New York,2006),pp.441-442.

一点だけ述べると，少なくとも白衣派聖典において anukampa（もしく

は daya，maitrı，karuna，ghrna等）が samyaktvaの特徴であると看做

す例は，筆者が調べた限りでは見出せない。Isi 9.18a に sammattam ca
 

dayam c’evaとあり，samyaktvaと dayaを併記する例があるのみである。

故に TS (U)が何をソースにしてこの概念を盛り込んだのか，あるいは TS

(U) の独創なのか，について検討する必要があろう。これは TS (U) の

authorshipに関わる問題でもある。
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